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か と考え、 さまざまな取 り組みを実施 して き
た。
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倒 され、 わざ と落 とした り、困難そ うに受け



















子生徒は トイレに行 くと部屋を出て行 く。Bは




































の所 に行 き、「ごめんなさい」と頭 を下 げる。
(#5)片付けをするために隣の部屋へ行 き来
するとき、Mを 部屋 に残して ドアを閉め、 ドア
の向こうでは開けられないように ドアをおさえ
ている。M〈 あけて くれえ～〉、となりの部屋
か らはBの 「クス クス」 とい う笑い声 が聞 こえ
る。そ してお さえてい る ドア を放 して、なにか
急いでい る気配がす る。問 を置いてMが 部屋 に
行 くと、Bの 姿が見 えない。〈 どこいったんや
ろな あ～ 〉、「クス クス」 とBの 忍 び笑 いが聞
こえる。Bは ソファーの下に隠れている。<見
つ けた!〉 、「わ っ一」 と笑い なが らBは 隣iの
部屋へ い き、 隠れた り、逃 げた りを繰 り返す。
終了時、担任 の先生がMに 「最近B穏 やかにな




















うである。隣の部屋 を行 き来し、Bの 操作で歩
き回る。そしてB肩 車の状態から、Mの 脇をく
す ぐる。M<押 してはならないスイッチを押 し
てしまったな!こ れは暴走スイッチだ一!!>
M、肩車をしたまま、グルグルと回ったり、飛




とや って!」 〈 もうエ ネルギ ー ゼ ロや わ 一 〉
「や って 一や一」、<エ ネルギ ー回復 す る まで
待 って〉 「いつ 回復 するの?」<エ ネルギ ー満
タンが100で今ゼ ロやわ 〉 しば ら くたって 「今
い くつ?」<今15>「 今い くつ?」<今20>「 今
い くつ?」<今25>ひ っ き りな しに訊 い て く
る。〈100!〉。B、笑顔でMの 背中に乗 る。B、
Mの 上 で操縦 す る。 「きゃっ きゃっ」 と歓声 を
あげている。そ して再びMの 脇 をくす ぐる。<ま
た暴 走スイ ッチ を押 して しまったな あ一!!〉
肩 車を しなが らぐる ぐる と回る。Bは 声 になら
ない歓声 をあげている。Mは 再 び体 力 を使 い果
た しへ た り込 む。<暴 走 スイッチ は一 日2回 ま
でやで 〉 「3回 にして!」<エ ネルギーゼ ロや
わ 〉 「そこに寝 とき、僕 は行 くで一」 とBは 部
屋 を出て行 く。 しば らくして 「こっちだ よ一」
とB。 隣 の部屋へ い くとBは ソファーの下 に隠
れている。〈 どこか な一?〉 「クスクス」 とB
の笑 い声が聞 こえる。笑いなが らBが 出て くる。
二 人で並 んで ソファーにへた り込む。落ち着 い
た雰囲気 が漂 ってい る。Bじ っ とMを 見 つめ、
Mの 喉仏 を触 って くる。「ぼこっとで てる」。再
び 「今 エネルギー い くつ?」<今15>。 「エ ネ
ルギー1000にしてや」<無 理やわ一エネルギー
は100しか ないわ 〉。M黒 板 にエ ネルギーゲ ー
ジを書 き、徐 々 に増や してい く。「今50?」 「声
に出 して言 って 一」 〈 うん、 ピ コン70です 〉
「あ とち ょっ とや」〈 ピコ ン90です 〉 「あ と一
回や」<ピ ンピロピンピン!100です>B、 嬉
しそ うに笑 う。<暴 走ス イッチ使 った らす ぐに
終 わって しまうで一>B、 しば らく操縦 を楽 し
む。Mの ロボ ッ トに命令す る、「ドアを閉め ろ」
「ドア を開け ろ」 そ して再 び、笑 いなが ら脇 を
くす ぐる。Mは 同 じように、激 し く揺 さぶる。
Bは 大喜 びで声 にならない。ふたたびMは 体力
を使 い果た しダウンし、畳の上 に寝転ぶ。Bも
一緒 に寝転び、Mの 目を澄んだ 目で じっ と見つ






く、折 り紙を見つけて取 り出しMに くれ、穴あ
けパ ンチで穴 をあけ、「これチケット」 といい
Mに わたす。自分の折 り紙にも穴をあけ、そし
て折 り紙を広げて、穴からMをみる。そ して 「亀
みにいこ」 とMを先導 して、中庭の池 に行 く。
先ほどの折 り紙のチケットを池に浮かべ、Bは
棒で突っついて、亀を捕まえようとする。亀を

























うのか一?〉 。いつ ものように激しく動 く、肩
の上のBは 大喜びである。「今エネルギー何




「い ま何 ぼ?」<今1>「 い まは?」<今
2… 〉 「また、たまったら、声だしてな一」
エネルギーがたまり、再び肩車 をし、暴走 ス














ました!〉 本 日3度 目の肩車、 しば らく操縦
を楽しんだ後、暴走スイッチを使い終了。脱げ






















らも、す ぐに肩車をせず に、"遊戯王カー ド"
をMに見せ、一枚一枚カー ドの説明をする。B
唐突に 「今 日エネルギーなんぼ?」、不意をつ

































ない。 しばらくニワ トリと遊んだ後、Bは 扉を
開けると、ニワ トリは小屋へ戻 ってい く。「部
屋戻ろ」いろいろな所 に寄 り道をしながら、部
屋に戻 る。「暴走スイッチ何回?」<今 日は1

















































笑 うといった行動 も見 られた。(#11)「Bが遊
んでいて、ガラスを割って しまい、これから怒
らなければならないので、 もう少 し待っておい
て ください」 といわれて待 っているとBが 来
る。元気がない様子。「僕はもう死んだ」と言い、
ソファーの上に逆立 ちす るような格好で、 ぐ
たあとしている。「僕今 日エネルギーないわ一」。
「今 日は3時半 に帰る」<ま たお姉ちゃんと一
緒に帰るん?〉 「うん」「おんぶして」、Mが お











































































る事 となる。BはMを 攻撃 して くるが当初の
「死ね!死 ね!」 とい うような激 しさはない。














で」「さび しいなあ」と答 え、胸 を打たれる。






































た折 り紙 と、M宛 の手紙が入っている。Mも 用





















転校 に際しては詳細な引 き継 ぎを行った。そ
の後も折 りにふれて連携をとりあっている。







ぐるみを 「背負い投 げ!」「うお りゃ一!」 と

























































































































































































































































と、スーパービジョンで検討 したもの を加 え
て、加筆要約 したものである。なお、ケースの
内容については、プライバシー保護のために変
更されている。
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